
 

 

 

 

 

 

 

各位 
 

2025 年 6 月 20 日 
JP インベストメント株式会社 

 

「JP インベストメント・シグマ地域事業承継 1 号投資事業有限責任組合」による 

株式会社アメフレックへの投資実行について 

 

JP インベストメント株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長 中村 昌史、以下「当

社」）は、JP インベストメント・シグマ地域事業承継 1 号投資事業有限責任組合（以下

「本組合」）を通じて、株式会社アメフレック（兵庫県尼崎市、代表取締役 田村 崇、以下

「アメフレック」）を中核とするアメフレックグループへの投資を実行しましたので、お知

らせいたします。 

 

 

 

 

アメフレックグループは、冷凍冷蔵・空調関連機器、断熱パネルシステム、店舗フード

機器の販売と、主に食品業界向けに、空調換気設備、冷凍冷蔵設備、クリーン関連設備等

の設計施工、メンテナンスを手掛ける企業です。 

1936 年の創業以来、日本全国で食品の安定供給と低温流通網を支えてきたコールドチェ

ーン業界の草分け的な存在として発展してまいりました。 

 

このたび、永続的な事業継続を確実なものとし、更なる発展を遂げるために、本組合が

前株主様から事業を承継することとなりました。今後の経営については、執行体制、事業

内容、運営方針のいずれも、従来のものを維持、継続してまいります。 

 

また今後は、人材採用をより一層強化するとともに、経営管理の高度化を推進し、永続

する組織作りに取り組んでまいります。あわせて当社グループの信用力を背景に、同業他

社様との提携も、これまで以上に推進してまいります。（アメフレックグループはこれまで

10 社強と資本提携しております） 

 

なお、本件では、地域金融機関 8 行（株式会社伊予銀行、株式会社百十四銀行、株式会

社池田泉州銀行、株式会社中国銀行、株式会社三十三銀行、株式会社山口銀行、株式会社

山陰合同銀行、株式会社四国銀行、敬称略）の系列投資会社が運営する事業承継ファンド

からも共同投資を頂いております。各行様からの融資や地域経済におけるネットワークも

お借りしながら、アメフレックグループの事業成長を支援してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

■アメフレック概要 

・商号    ：株式会社アメフレック 

・所在地   ：（大阪本社）兵庫県尼崎市水堂町 2-40-10 

（東京本社）埼玉県戸田市本町 1-4-3 

・代表者   ：田村 崇 

・事業内容  ：冷凍冷蔵空調機器の販売および設置工事・保守メンテナンス 

・創業    ：1936 年 2 月 5 日 

・社員数   ：207 名（2024 年 7 月現在。グループ合算） 

・売上高   ：148 億円（2024 年 3 月期。グループ合算） 

・グループ会社：【国内】共立冷熱株式会社、株式会社中冷山口、株式会社ミックプラント 

【海外】愛美富来客工程技術（蘇州）有限公司 

・ウェブサイト：https://www.amefrec.co.jp/index.html 

 

 

■当社概要 

・商号    ：JP インベストメント株式会社 

（英文名称：Japan Post Investment Corporation） 

・所在地   ：東京都千代田区大手町 2-3-1 

・代表者   ：中村 昌史 

・事業内容  ：投資事業有限責任組合等の持分の私募および財産の運用 

投資運用業 

投資助言・代理業 

・設立    ：2018 年 2 月 9 日 

・主要株主  ：株式会社ゆうちょ銀行、株式会社かんぽ生命保険 

・ウェブサイト：https://www.jp-investment.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

金融商品取引法に基づく広告等の表示 
 
1. 金融商品取引業者等の商号 

JP インベストメント・シグマ地域事業承継合同会社 
（JP インベストメント株式会社子会社：以下「GP 会社」といいます。） 

2. 金融商品取引業者等である旨 
適格機関投資家等特例業務届出者 

3. 手数料等について 
GP 会社が提供するファンドに関して、顧客たる投資家には、管理報酬及びファンド
運営に必要な費用等をお支払いいただきます。管理報酬は出資約束額又は運用財産
額に一定の料率を乗じて算出しますが、具体的内容は顧客との協議により決定いた
します。また、ファンド運営に必要な費用（監査報酬、弁護士等の外部アドバイザ
ーの費用等）は、個別の業務内容により変動します。 

4. 投資リスクについて 
GP 会社が提供するファンドの持分への投資について、元本及び利回りの保証はあり
ません。また、ファンドの運用財産の価格、金利、通貨の価格及び市場環境等の変
動その他の要因により損失が発生する可能性がございます。 


